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議題２－５ 

佐藤委員・猪狩委員からの見直し検討案に対する回答 

 見直し検討案の内容 事務局回答 

１ 新築及び大規模改修は 2020年（平

成 32 年）までの延期案「今回は減

築と最少の改修」 
（１）減築を耐震ギリギリまで面

積を縮小し、既存面積を大

幅に残す。 
（２）不足分の面積はＮＴＴビル

賃貸・保健福祉センター・

仮庁舎で検討する。 
（３）病院機能を維持しながらの

減築工事の事例を参考にす

る。 

（１）平成 24 年の庁舎減築検討業務にて

耐震安全性（Is=0.75）の確認が取れている

のは５階の一部を残すところまでです。 
今回、5 階の全て、及び６階まで残す案に

ついて検討した結果、いずれも耐震安全性

（Is=0.75）が確保できないことを確認し

ました。 
また、現庁舎の設備は全面的な改修が必要

であり、庁舎機能を継続しながらの改修は

困難であると判断しています。 
（２）市回答 
（３）提示いただいた藤田保健衛生大学病

院ビラ・コスモスＤ棟減築改修工事につい

て調査しましたが、工事の安全対策につい

てのデータは公表されておらず、検証でき

ませんでした。 
設計事務所実績の居ながら減築改修工事

においては、施設利用者の安全性が担保で

きないことから、減築工事範囲の直下につ

いては閉鎖することとしました。また、施

工者数者にヒアリングの結果、減築工事範

囲の直下を使いながらの工事については、

安全性が担保できないとのことでした。 
以上より、設計者としては市民や市職員の

安全を第一に考え、減築工事範囲の直下を

使いながら工事を行うことは適当でない

と判断します。 
また、現庁舎の改修工事は、エレベーター

の更新、空調設備、給排水設備（トイレ等）

の全面改修が必要であるため、庁舎機能を

継続しながらの改修は困難であると判断

しています。 

２ ゼネコンへの「設計・施工」一括

発注案 
（１）松阪市庁舎の事例に習って

（１）（２）実施設計・施工一括発注（ﾃﾞｻﾞ

ｲﾝﾋﾞﾙﾄﾞ）について調査しました。 
・最近の事例としては習志野庁舎、浦安庁



2 
 

 見直し検討案の内容 事務局回答 

「設計・施工のプロポーザル」で

手法と金額の提案をしてもらう。

（２）実施設計・施工一括発注案

（現基本設計を大幅に減額した上

で）※工事監理は別 

舎、松戸病院等がありますが、全て 100 億

規模の工事です。 

・ﾃﾞｻﾞｲﾝﾋﾞﾙﾄﾞに対応できる設計部をもつ

ゼネコンは大手のみに限定されます。 

・今回は減築改修工事を含み、通常の新築

工事と比較して難易度が高い設計となり

ます。 

・ﾃﾞｻﾞｲﾝﾋﾞﾙﾄﾞのターゲット規模としては

一定規模以上（100 億以上）であると考え

られます。 

・現時点ではゼネコン各社とも設計部は

繁忙な状況です。 

・以上の調査結果より、今回の工事をﾃﾞｻﾞ

ｲﾝﾋﾞﾙﾄﾞとした場合に参加意欲があるゼネ

コンがいるかどうか疑問視せざるを得ま

せん。 

 

３ 減築・改修面積（最大限残し利用、

一部耐震補強あり）＋新築棟（最

少面積）の案 
（１）減築を耐震ギリギリまで面

積を縮小し、既存面積を大

幅に残す。 
（２）新築棟は最小限としＰＣ造

と鉄骨造の比較をする。 

（１）（２）新築棟の構造をＳ造に変更し、

減築改修棟は 4 階のまま、新築棟の 4 階部

分を大幅に削減した案（4-4 減額案）、減築

改修棟を 5 階の一部まで残し、新築棟を 3
階とする案（5-3 減額案）について検討し

ました。 
結果として、削減できるコストは（4-4 減

額案）の方が大きく、また（5-3 減額案）

には構造上、建築計画上の問題があること

が明らかになりました。（議題２資料参照）

 

４ 鉄骨造の全体新築案の設計（概算

付）案の検討 
（１）減築・改修＋新築案との比

較で鉄骨造・ＰＣ造（ＲＣ造で比

較）はやっていない。 

（１）市回答 
鉄骨造のブレース造とＰＣ造の比較検討

については、第１６回会議において検討し

ており、耐震性能、変形という部分でＰＣ

造のほうが性能的によかったということ

で、ＰＣ造を選定しております。 

 


